
「経済財政運営と改革の基本方針2023（仮称）（原案）」、「新しい資本主義のグラン
ドデザイン及び実行計画2023改定版案」におけるラストワンマイル・モビリティの記載

新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2023改定版案
Ⅷ．経済社会の多極化
１．デジタル田園都市国家構想の実現
（２）デジタル田園都市国家を支える地域交通、ヘルスケア、教育の整備
②交通インフラの整備・地域公共交通のリ・デザイン
郊外・過疎地域（人口５万人以下の1,200自治体）では、自家用車での移動が７割を占めており、運転免許返
納後の高齢者を中心に地域内での移動手段の確保が課題である。
地域公共交通の再構築を進めるため、国として、鉄道事業者・自治体等の地域関係者間の協議が円滑に進むよう
に、積極的に関与していくことが必要である。2027年度までに、地域交通法に基づいて自治体・事業者が行う地域公
共交通のリ・デザインを実行する事業を300件認定することをKPIとし、地域関係者間の連携を促す。
また、今年度中の早期に、自家用有償旅客運送を行う者が適切な対価を得られるよう、地域のタクシー運賃の概
ね２分の１の範囲内となっている現行の対価の目安を見直すとともに、タクシーの営業所設置要件等を緩和する。
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第２章新しい資本主義の加速
５．地域・中小企業の活性化
（「シームレスな拠点連結型国土」の構築と交通の「リ・デザイン」）
（略）
地域公共交通については、改正法の円滑な施行等あらゆる政策ツールを総動員するとともに、国の執行体制の強化
を図る。ＭａａＳ等の交通ＤＸ・ＧＸ、地域経営における連携強化、ローカル鉄道の再構築、地域の路線バスの活
性化など「リ・デザイン」の取組を加速化するとともに、デジタル田園都市国家構想の実現に資する幹線鉄道ネットワーク
の地域の実情に応じた高機能化・サービスの向上、ラストワンマイルの移動手段であるタクシーや自家用有償旅客運
送に関する制度・運用の改善等を通じて、豊かな暮らしのための交通を実現する。


